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状況

本日の調査では、ギムノディニウム・カテナータムは確認されませんでした。
岩松湾では二枚貝の毒化が確認されていますので、採取・喫食を控えるようお願いいたします。
また、カレニア・ミキモトイも最大2260cells/mL確認されました。今後の動向にご注意ください。

※０～７ｍ各層を等量混合し、１，０００倍濃縮検鏡。
【危険濃度】
ディノフィシス属（下痢性貝毒）　　500cells/mL
カレニア・ミキモトイ（赤潮原因種）　1,000cells/ml
コクロディニウム・ポリクリコイデス（赤潮原因種）　300cells/mL
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